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• 高齢者が能動的に「今日もげんきです！」と家庭用の電話機から発信する
仕組み 

• 岩手県立大学のプロジェクトが地域と連携し開発 
• 平成15年度から川井村において、Ｌモード電話機を使って実証実験 
• 平成21年度から、岩手県・岩手県社会福祉協議会とともに、家庭用の電

話機から発信する仕組みを実証実験 
• 平成22年度から岩手県社協と青森県社協が、市町村社会福祉協議会を

見守りセンターとして事業化 

基盤となる「おげんき発信」の取り組み 
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これまでの取り組み   本プロジェクトの達成目標 
“おげんき”発
信は、高齢者
の遠慮感を払
拭し自立を促進
する 

①家庭用の電話機から「４．話したい」ボタ
ン（生活支援相談窓口）を24時間365日受
ける体制を整備する 

ICT
活用 

②身体レベル・認知レベルに応じた安否確
認（異変把握）システムの使い分けを図る 
 

地域の互助機
能の組織化に
より、見守りの
役割分担が明
確化する 

③地域の互助機能の組織化 社会
シス
テム
形成 

④高齢者の異変や生活支援に対応できる
情報の流れとコミュニティにおける生活支
援体制づくり 

⑤有効性検証 

⑥持続可能な取り組み成果を地域に残す 
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プロジェクトの構想 



独居高齢者等きがかりな人 

 支援機関・団体 
 医療機関・社会福祉機関・団体 
 精神保健福祉センター 
 いのちの電話・傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
 買い物代行 
 送迎ボランティア  等々  
 

生活支援に対応できる地域の互助機能の組織化  

民生委員 

市町村社協 

みまもりセンター 

サ
ブ
セ
ン
タ
ー 

包括支援センター・ 
福祉施設・医療機関 

高齢者団体（シニアネッ
ト・職場ＯＢ会） 

訪問型サービス提供企
業・組織 

集合住宅・町内会 

休日・夜間センター 

 
安否 
身体状況 
心理状況 
生活支援依頼 
  買い物 
  配食 
  外出支援等 

高齢者生活情報 

隣人 民間事業者 

外出先での発信 買い物ポイントカード等 
外出行動あり 

外出行動なし 

別居親族 

救急・身体異変対応 
不安・うつ等対応 
生活支援 
  買い物代行・ 
  配食・外出支援等 

学際的な研究体制 ・職際的な検討体制（岩手県立大学・行政・社会福祉協議会・民生委員・企業等） 

開発・実証実験・仮説検証・評価 
 

「生活支援システム」 

見守り情報発信・共有 

生活情報の発信 

報認と
対応 

支援等対応調整 

見守り情報発信・共有 

地域における生活支
援により独居の継続 

学生ボランティアセンター 「ＩＣＴをｊ活用した高齢者安否
確認見守りシステム」 

連動 

おげんき発信 緊急通報 

自動発信 能動型発信＝自立支援 

生活行動センサー 

１．げんき 

２．すこしげんき 

３．わるい 

４．話したい 

 

 

緊急ボタン 

 

相談ボタン 

 

生活行動あり 

生活行動なし 

 

 

 

人感センサー 

認知レベル・身体状況に応じた使い分け 
居宅からの発信 
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プロジェクトの構想 



フィールド 

滝沢村 
【郊外スプ
ロール型】 

盛岡市・
桜城地区 
【都心型】 

盛岡市・ 
松園地区 
【ニュータウン
型】 

宮古市・川井地区
（旧川井村） 
【過疎・高齢化進展型】 

出典）岩手県庁ＨＰ
をもとに作成。 

注）平成18年1月10日
現在の市町村状況 

赤線内面積    1,631.86㎢ 
（比較：香川県  1,876.47㎢ ） 
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地区 地域性 みまもりセンター モニター数 
滝沢 【郊外スプロール型】 

人口5万人の村。岩手県立大が立地し、
行政の協力度が高い 

滝沢村社会福祉協議会 
滝沢第１みまもりセンター※ 

６３ 

滝沢村社会福祉協議会 
滝沢第２みまもりセンター※ 

２５ 

川前地区県立大みまもりセン
ター※ 

２０ 

小計 １０８ 

松園 【ニュータウン型】 
昭和40年代から開発された人口約2万
人の盛岡市郊外の団地 

社会福祉法人育心会 
H25.03.31からＰＪ室 

２０ 

桜城 【都心型】 
盛岡駅前で集合住宅を中心に孤立死
対策に取り組んでいる地域 

盛岡駅西口地域包括支援セン
ター※ 

２０ 
① 

川井 【過疎・高齢化進展型】 
旧川井村。平成22年から宮古市に合
併。東京23区の面積に約３千人弱居
住。高齢化率50％に近い。 

宮古市社会福祉協議会川井支
所 

３７ 
② 

門馬サブセンター（元民生委員・米
穀店として買い物代行） 

（川井支所とともに見守り） 

NPO法人かわい元気社（有償生
活支援サービス実施） 

（川井支所とともに見守り） 

合計 おげんき発信１８５ 
センサー③ 

※夜間・休日センター転送１２８ 
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①「４．話したい」ボタンの使用体制整備 
コミュニティの特性に応じた「みまもりセンター」体制整備 
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げ ん
き 

おげんき発信（ワンプッシュ型） 
滝沢村社協・川前地区県立
大みまもりセンター 

「緊急通報システム」 
滝沢村 
受託：アイネット㈱ 

情報共有 
連   携 

（効果） 
・知的障害・認知症でも
ワンプッシュでおげんき
発信 
・毎日の確実な安否確
認が可能になる 
・独居の限界が伸びる 
・４者の情報共有・連携 
      ↓ 
異変把握の確実性・ 
信頼性・効率性向上 

②身体レベル・認知レベルに応じた安否
確認（異変把握）システムの使い分け 

滝沢地区【郊外スプロール型】 
おげんき発信・緊急通報一体型の開発と運用 



• 平成10年の開学以来、県立大と地域の交流 
   アパート経営者等が学生への支援→学生と交流→学生が雪かきなどボランティア活動 

• 平成23年度 川前地区の民生委員が、おげんき発信利用促
進（20件依頼） 

• 平成24年8月 アクションリサーチ委員会によるフォーカスグ
ループインタビューにより川前地区高齢者支援連絡会発足 

   
 
 
 

③地域の互助機能の組織化 
アクションリサｰチによる介入 

  滝沢地区【郊外スプロール型】川前地区 

構成メンバー 
民生委員、町内会長、老人クラブ
役員、滝沢駅前安心安全の会、

ローソン滝沢駅前店、㈲まごのて、
滝沢村社会福祉協議会、県立大

学生ボランティアセンター 
事務局：プロジェクト室 
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滝沢村社
会福祉協

議会 

地元スーパー
（㈱マイヤ 
滝沢店） 

高齢者 
 
 
 

まごころ宅急便 
 
 

１．げんき 
２．少しげんき 
３．わるい 
４．話したい 

５．頼みたい 

毎朝の「おげんき発信」で見守り 

①注文 

②発注 

③集荷 
④配達しなが
ら安否確認 
 
現金受け取り 

⑤見守り
報告 

※ＰＪ新設 

おげんき
発信 ※「買い過

ぎ」「発注
忘れ」への
対応がで
きる 

④高齢者の異変や生活支援に対応できる情報
の流れとコミュニティにおける支援体制づくり 
 滝沢地区【郊外スプロール型】 
まごころ宅急便（平成25年4月～８月実証実験、その後事業化） 
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たき滝沢駅前安心・
安全の会（アパート経営

者・商店・医師等が「学生が
安全で安心して暮らせる地域

をつくる」活動） 

 
岩手県立大学生 

 
 
            

ボランティアセンター 

高齢者 
 
 
 

ローソ
ン滝沢
駅前店 

自治会 

民生児
童委員 

プロジェクト 

見守り 
買い物支援バス 
アパート雪かき 
相談・生活支援 

交流（Ｄｏ鍋ネット） 

見守り（チャリパト隊） 

雪かき 

買い物支援 
（配達・送迎） 

見守り・
支援 

「おげんき発信」見守り 
連携 

見守り拠点設置 

まご
のて 

配食・
介護タ
クシー 

１．げんき 
２．少しげんき 
３．わるい 
４．話したい 

５．頼みたい 

④高齢者の異変や生活支援に対応できる情報
の流れとコミュニティにおける支援体制づくり 
 滝沢地区【郊外スプロール型】川前地区高齢者支援連絡会 
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51.7 44.8 

1.7 1.7 

大変評価 
どちらかといえば評価 
どちらかといえば評価できない 
無回答 

生活支援サービスへの評価          プロジェクト評価 

滝沢地区【郊外スプロール型】 
民生委員調査(25年度調査） 

10 

55.2 
37.9 

6.9 

⑤有効性検証 
 



１．岩手県・青森県内では社会福祉協議会の事業と連
携し継続・発展 

２．震災復興への成果移転（平成23年度～） 
３．医療・福祉の見守り連携 
４．多様なデバイス活用（スマートフォン・テレビ等活用） 
５．第5次おげんき発信（岩手県におけるICTを活用した

孤立防止と生活支援型コミュニティづくり研究会発足） 
６．平成24年度採択「健康長寿を実現する住まいとコミュ
ニティの創造」（代表：慶應大学 伊香賀俊治先生、高
知県梼原町）と連携 

７．ICTを活用した見守りの標準化と体系化（日本遠隔医
療学会みまもり分科会） 

８．「まごころ宅急便」はヤマト運輸により全国展開へ 
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⑥持続可能な取り組み成果を地域に残す 
 



ICTを活用した孤立防止と生活支援型コミュニティづくりの動向 
H1     H15    H20 H21 H22 H23 H24   H25     H26      

第１次“おげんき”発信  
 Lモード 川井村社協 

第２次“おげんき”発信 
家庭用電話機 岩手県社協・青森県社協 

緊急通報システム「福祉安心電話」  
  青森県社協 

「新型福祉安心電話」 
  青森県社協 事業化 

一体化 

安全安心支援ｻｰﾋﾞｽモデル事業 
青森県新産業創造課 

第3次“おげんき”発信 
 「ＩＣＴを活用した生活支援型コミュ
ティづくり」 
 滝沢・川井・盛岡（松園・桜城） 

 第４次「被災地におけるＩＣＴを活
用した生活支援型コミュティづくり」 
釜石・大槌・宮古・野田等 

青
森
県 

岩
手
県 

集合住宅高齢者生活支援ｼｽﾃﾑ 
青森県産業技術センター 

スマフォ見守り 
ドコモ・滝沢 

 第５次 
「岩手県におけるＩ
ＣＴ活用孤立防止
とコミュティづくり」 

テレビ見守り 
シャープ 

他
県 

飯館村
緊急一
体型 

高知県梼原町 

名取市仮設住宅 

福島県広域避難支援 

地域協働研究 
滝沢村川前・宮古市 

滝沢GP 
滝沢村 
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連絡員タブレット 
ドコモ・釜石 
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